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　本名たかむらともや。

１９５４年（昭和29年）２月、東京

青山生まれ。新宿区立西戸山

中学校、都立石神井高校卒。

北海道大学3年生の時に、突然

教師を目指し、北大卒業直後

の4月、23歳で五中1期生の3

年4組を担任する。「一生懸命」は20年間書き続け

た学級通信の名前。　大好きな政治家は田中角栄。

ホセ・ムヒカ。つまり民衆の側にいる政治家たち。

　大嫌いな政治家は断トツで安倍晋三。そして、舛

添要一。つまり民衆の側にいない政治家達。

　大好きなものは「テニス」「音楽」「子どもたちの笑

顔」「川掃除」「駅立ち」

　大嫌いなものは「自民党」「弱い者いじめ」「ＴＰＰ」

「煙草の煙」「集団的自衛権」「消費税」

「改正派遣法」「マイナンバー」

「欲に塗れたグローバリストと政治家」

　この写真は議会でずっと戦ってきた須田市長との

最後の一般質問の後の写真です。市長とのツーシ

ョットはこれが最初で最後になりそうです。

幻の新座市議会報告第135弾！

　

　

　5月22日（日）の川掃除の写真です。新座駅

から大輔に続き、登さんが初参加となりました。

6月の川掃除は26（日）の予定です。

　

マジやばい！！
　それは親友の昭（東北大の同期）と５時間テニス

をした後に起きました。「シングルスをやるのは４２

年ぶりだぞ！」「２０歳の時だからな」とシングルス

を2セットやり、２０歳年下のペアと２セットもやっても

らい・・ほぼ休みなく５時間で５セットテニスをしたの

です。余りにも楽しくて、暑さも気になりませんでし

た。水は２Ｌ以上飲んでいたし、塩分も採っていま

した。二人で遅い昼ご飯を食べていた最中に、太

ももが痙攣しはじめたのです。昭に何とか家まで送

ってもらったのですが、痙攣は収まりません。僕の

苦しみ方を見ていた空が「救急車を呼ぶよ！」

　空父「足が攣ったくらいで呼んだら恥ずかしいよ」

「もう１時間も続いているんだよ。この痙攣のしかた

は異常だから救急車を呼ぶよ」空は自分の携帯か

ら１１９番に通報し、救急隊員に状況を的確に説

明し、救急車を誘導し、そして救急車に乗り込んで

くれました。「熱性けいれんですね」「酷い脱水状

態です」「腎臓の機能も低下しています！」

「普通は点滴１本で治るのですが・・・」点滴を２本

打っても激痛が走りました。「３本打って駄目なら

入院です」その３本目で生きかえりました。３時間

に及ぶ痙攣から解放されたのです。テニスの疲労

からくる痙攣ではなく、熱中症だったのです。血液

がドロドロ状態でした。足の筋肉が痙攣してくれたの

で助かりましたが、心臓や脳にいっていたら危険で

した。空ママが不在の中、空の冷静で的確な判断

に救われた空父でした。空に感謝、感謝です。



読み終わりましたら、お知り合いの方にさしあげてください m(_ _)m
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